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平成１５年  4月～
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平成23年～

平成２7年～

令和 元年～

三重県名張市新田に生まれる
名張市立美旗小学校、同名張中学校を経て
名張市立桔梗が丘中学校 第一回卒業生
三重県立上野高等学校 普通科 卒業
愛知工業大学 工学部建築科 卒業
日本土建（株）建築部勤務入社
名張市役所 建設部建築課 勤務
名張市教育委員会 総務課長 退職

　
総務企画常任委員会副委員長
地方分権推進調査特別委員会副委員長
都市計画審議会委員、環境審議会委員

　
政策防災常任委員会副委員長
県土整備企業常任委員会委員長
三重県監査委員

　
政策総務常任委員会委員長
自民みらい会派政策委員長
議会運営委員会委員長
予算決算常任委員会副委員長
四日市港管理組合議長

　
第109代 三重県議会副議長
自民党会派対策委員長
議会運営委員、議会改革推進会議幹事長

　
自由民主党県議団団長
自由民主党会派代表
予算決算常任委員会理事
議会運営委員、議会改革推進会議幹事長
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【２期目】

【3期目】

【4期目】

【5期目】

●役職・資格など
自民党三重県支部連合会副会長、自民党名張市支部支部長、日台友
好三重県議会議員連盟会長、北朝鮮拉致問題解決促進議員連盟会
長、英霊にこたえる会三重県本部会長・同議員連盟会長、三重県護国
神社責任役員、日本会議東海地方議員連盟幹事長、三重県建築士会
顧問、三重県建築士事務所協会顧問、JIA建築家協会会員、三重県ビ
ルメンテナンス協会顧問、三重県宅地建物取引業協会顧問、三重県造
園建設業協会顧問、三重県物産振興会顧問、三重県砂利協同組合連
合会顧問、三重県剣道連盟会長・名青支部長・名張市剣道協会会長、三
重県スポーツ協会参与・評議員、名張市スポーツ協会会長・名張市武道交流いきいき指定管理者、
名張市ダンススポーツ協会顧問、名張市スポーツ推進審議会委員長、アドバンスコープ自主番組
審議会委員、FMなばり放送番組審議会委員、中伊勢温泉郷顧問、名張市身体障害者互助会顧問、
名張市文化協会顧問、日本民謡和泉会顧問、大和幸司後援会顧問、自衛隊家族会顧問、名張ライ
オンズクラブ会員など　一級建築士、一級建築施工管理技士、浄化槽管理士、被災建物応急危険
度判定士、剣道五段、居合道無双直伝英信流錬士六段、薬物乱用防止教室講師など

【１期目】●議会関係

中森博文  後援会カード

※ご署名いただいた個人情報は後援会で適切に保護・管理します。

ご住所

ふりがな

お名前

郵送またはFAXでの申込みをお願い致します。

■ご紹介していただいた方、企業、団体名

お電話　（　　　　 ）　　　　 ー
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様
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様

名張市

ご家族様

FAX  0595ー65ー0298

おところ　　　　　　　　　　　　　　　お名前

５ １ ８

切り取って郵送またはFAXして下さい。
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活動報告
YOUTUBEホームページ

後援会事務連絡



差出有効期間
2 0 2 3 年 4月
３0日まで有効
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ご意見・ご要望などございましたらお書き下さい

5 1 8 0 4 9 0

ふるさとを支える
農業・商工業や観光の
振興に取り組みます

4自立・共生2自立・共生

めざします！！めざします！！

ふるさとを支える
農業・商工業や観光の
振興に取り組みます
地域経済の発展のため、農業の振興、中小企業、
商店街の活性化と雇用の創出に取り組みます。
豊かな特産物を活かし観光客の誘客を進めます。

健やかに子どもたちが育つ環境づくりや次世代を担う人材を
育て、デジタル社会を推進します。

防災・減災・国土強靭化を進め、緊急輸送道路である国道
３６８号4車線化や名神名阪連絡道路をはじめ生活幹線道路
である県道の整備を進めます。

人口減少の大きな要因として、若者が進学や就職
のため地方から流出し、超低出生率となっています。
そこで、東京一極集中から地方への人口分散を進め、
移住・定住を促進し、人口と活力を取り戻します。

1自立・共生
ふるさとに
人口と活力を
取り戻します

3自立・共生
ふるさとの安全・安心の
未来を実現します
ふるさとの安全・安心の
暮らしを実現します
介護施設の整備や、医師・看護師不足の解消に努め、
地域医療・救急医療の充実を図ります。
障がい者の社会参加やお互いに支えあう地域社会
の実現を目指します。

ふるさとの教育環境の充実と
デジタル社会を進めます
ふるさとの教育環境の充実と
デジタル社会を進めます

ふるさとの
国道３６８号の４車線化や
名神名阪連絡道路を進めます。

切り取って郵送またはFAXして下さい。
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ふるさとの
国道３６８号の４車線化や
名神名阪連絡道路を進めます。


